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   Hypaque, a new urographic medium, is presented. Clinical experiences of a series of 12 
cases are reported. The authors believe that Hypaque is a superior material which affords 
excellent contrast, has fewer undesirable side effects and is not always necessary comp-
ressionsband.
1緒.言
排泄性瞥孟撮影法 に使 用 され る有機 ヨー ド化
合物は,そ の化学構造上 か らメクス ルフオ ン
酸,ピ リジ ン及 び安息香酸 誘導 体 の3群 に大別
されるが,ハ イペツクは安 息香酸 誘導体 に属
し,Sodium3.5-diacetylamido-2,4,6-tri-
iodobenzoate「な る構造式(第1図)を 有 し,
その50%滅菌 水溶液 が市販 に供 されている.思
うに排泄性腎孟撮影 を施行 す る際 に使用 される
理想的な造影 剤 としては,毒 性 のない こと,影
像の鮮鋭 なること,適 度 の時間 内に早 く且 つ完
全に排泄 される こと等 が要 求 されてい るが,ハ
イペツクは その ヨ ー ド含 有量 が59.87%に達
し,し か もその毒力が極 めて低 く且 つ注射後2
時間以内忙 大部分 が排 泄 され ることか ら,そ の
耐容量は大で,従 つて5096水溶液30ccを 静
注 して忌むべ き副作 用を示 さな い点,略 汝上 記
目的 に副 うもの といえ よう。更 に排泄性 腎孟撮
影法は尿管 ヵテー テル挿入不能 の場合 に於 い て
もこれを実施 し得 る こと,逆 行 性腎孟撮 影 に比
し患者に与える苦痛 の少ない ことな どの利点 が
あるが,従 来か ら行われ ている排泄 性腎孟撮 影
法の際の尿管部 圧迫は,こ の点 か ら云 うも除か
れゑ ことが望 まし く,叉 腹部腫 瘍,妊 娠 等に よ
ひ尿管部犀迫不 能Q場 合 に も容 易に施行 し得 る
ことか らも,非 圧迫性撮 影の可能 性 に就い て検
討 する ことは充分意 義 のある事 と信ず るので あ
る.
最近吾 々は本 剤の試供 をうけ,そ の臨淋成績
殊 にその非 圧迫 性撮 影法 につ き検 討す る機会を
得 たので藪 に報告す る.街 使用例数が少 ないの
で本 剤の充分 な検討,特 に他 の造影剤 との比較
は後 日に譲るが,些 か知見を得 た ので簡単に言
及す る.
皿 基 礎 的 実 験
臨躰的使用に先立ち,ハ イペ ック,ト リォダソ、,ピ






皿 臨 躰 成 績
A腎 孟像について
ハイペ ツクテス ト液teccを 徐 々に静注後・2乃
至3分 間観察し過敏性反応を示さないことを確かめた
後ハイペ ック30ccを3分間に静注 した。前処置 とし
て前 日にヒマシ油30gを 投与し,当 日朝涜腸のみ施





症 例 性 年令 診 断 右1左 備 考
3'3G" 3'50"
1 永 野 ♂ 22 泌尿器科的正常 ～ ～
5'20" 4'15"
3'35" 4'05"
2 七 田 ♀ 59 同 上 ～ ～
8'00" 5'30"一 一 一 一
5'2G" 4'30"
3 黒 鳥 6 28 同 上 ～ ～
6'50" 6'45"
3,50" 2'40"
4 辻 本 ♀ 23 膀胱三角部炎 ～ ～
4'48" 4'25"
6'10" 6'20"
5 成 田 δ 44 膀 胱 腫 瘍 ～ ～ PSP2時 間合計45%
6'40" 6'20"一一







7 河 村 ♀ 27 急性膀 胱炎 ～ ～




8 久 田 6 28 游 走 腎 ～ ～ PSP2時 間合計65%
濃染せず 5'50"一
8'GO" 4'10"
9 池 田 δ 47 右 腎 結 石 ～ ～ PSP2時 間合計58%
濃染せず 4'45"









11 桝 田 δ 28 泌尿器科的正常 ～ ～
濃染せず 3'45"
12 茶 山 ♂ 65 前立腺肥大症 讐 轡 諄罐 計52%
,
3'GO" 9'


















には梢 々濃く15分後には可成 り濃 く明瞭に認められた




































嘔吐,流 誕過多,顔 面潮紅,眩 最,尊 麻疹 筋肉痙
攣,血管運動神経反応等を挙げ210例中28例(13.3%)





度を3分 とした.現 われた副作用は何れ も軽微な もの
で,1例に口内異味,悪心,顔 面潮紅を認めたが,注









が現われた例で,皮疹は約2時 閲持続 したが,血 圧の
下降は1時間後に略々注射前の値にまで恢復した.





し,脈搏を触 知し得ず,過 敏性 シ守ツク症 状を示 し
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第16図 第12例 ウ ロ グ ラフ イ ン15分
第14図 第9例15分
